
厚生科学研究補助金（子ども家庭総合研究事業） 

分担研究報告書 

 

幼児のライフスタイルに対応し「食事」を指標とする食教育の枠組みに関する研究  
（分担研究：幼児用外食メニューのポーションサイズ） 

 

分担研究者 高橋千恵子 国際学院埼玉短期大学 専任講師 

 

 

〔研究要旨〕 

 幼児のライフスタイルに対応し，心身の健康づくりや健康な食習慣の形成の形成に貢献でき

る「食教育の枠組」の構築にあたり，平成 10 年度は家庭における日常的な 100 料理を選定し，

そのポーションサイズを提示した。本研究は，食環境面にけるポーションサイズの検討を，外

食堂における幼児用メニュー（以下，「幼児用メニュー」）の料理構成や供食量を把握すること

で実施した。「幼児用メニュー」は，家庭の食事に比して全体的にエネルギー量が高く，かつ副

菜料理の出現が極端に少ない等の問題点が確認され，幼児をとりまく外食関係者への食教育の

重要性が示唆された。 

 

A ．研究目的 

 平成 10 年度は，家庭で幼児が日常的に食べ

ている料理のポーションサイズ（重量および栄

養素等）を報告した１）。本研究では，外食堂の

「幼児用メニュー」について買い上げによる秤

量調査を実施した。外食の利用率は年々 増加し
２，３），幼児を連れて外食を利用する家族も増加

している４）という現状をふまえ，外食関係者に

おける食教育の必要性についても考察する。 
 

B ．研究方法 
 埼玉県大宮市，JR 大宮駅周辺に点在するデ

パート等５店内 14 店舗の「幼児用メニュー」

について，買い上げによる秤量調査を実施した。

調査期間は，平成 11 年６月 15 日～25 日の店

舗の都合にあわせた時間帯（午後２時～４時）

に調査員が店舗を訪れ，「幼児用メニュー」を

買い上げ，その場で秤量した（ただし，「天重

定食」は店舗の都合で持ち帰り，大学研究室に

て秤量した）。なお対象とした各店舗はあらか

じめ筆者からの要請を了承した店舗である。 

 データの分析はエクセル97，栄養素等の計算

は「エクセル 97 栄養君 Verl.3」を用いた。 
 

C ．研究結果 
１． 「幼児用メニュー」の特性（表１） 
 店舗の種類はステーキ，うなぎ，洋食，天

ぷら，寿司，うどん等の専門店の他，ファミ

リー食堂等，多種にわたっていた。「幼児用

メニュー」の名称については，食事の内容が

推察できるように，店舗での名称に主食料理

名を考慮して「うなぎ重，寿司，そばセット，

天重定食，三食丼定食，うどん，スパゲティ

セット，ラーメンセット，洋ランチ」に分類

した。洋ランチとは，炒めご飯にハンバーグ，

ウインナーのような，いわゆる一般的な「お

子様ランチ」である。。 
 調査日当日の，幼児用外食メニューの販売

価格は 480 円から 1,000 円であった（平均

700円）。各「幼児用メニュー」に出現した料



理数は２品から 10 品で，総計 88 品（平均

5.9 品）となり表１に示すとおりである。 
  盛り付け方では，各料理が別盛りであった

が「ラーメンセット－ラーメン，たこ焼き，オ

レンジジュース」「うどん－うどん，プリン，

ゼリー」「洋ランチSA－白飯，牛はらみの鉄板

焼き（ｽﾃｰｷ），生ハムサラダ，コンソメスープ，

たくあん，シャーベット」の３食のみであった。

それ以外はランチ皿あるいは弁当箱に，菓子を

含め各料理が一緒に盛りつけられていた。中で

も飲み物を含め，１つのランチ皿に全料理が盛

りつけられたものが９食もみられた。 
 

２．１食あたりの重量および栄養素等（表２，

図１） 
  平成 10 年度調査結果による幼児の夕食に

おける１食あたりの平均重量は 392±149kcal
で，「幼児用メニュー」の１食あたりの重量は

15 食中１食を除き全て標準偏差内っであった。

多かった１食は，「洋ランチSA（前述）」の839
ｇで，そのうちスープが 350ｇを占めていた。

スープを除いた重量は幼児の１食量の標準偏

差内にとどまり，したがって，「幼児用メニュ

ー」の重量は幼児にとり適量であるものが多い

ことが確認された。 

 また，幼児の１食あたりのエネルギー量は

374 ± 144kcal で あ っ た が ，「 う ど ん

（317kcal）」，「寿司TU（346kcal）」以外は全

て平均エネルギー量を上回っていた。さらに

「洋ランチ SA（前述，630kcal）」，｢うなぎ重

－うな重，卵焼き，メロン，オレンジ，缶詰パ

イナップル，ゼリー（638kcal）｣｢天重定食－

天重，鶏から揚げ，レタス，オレンジ，ゼリー，

ヤクルト，アイスクリーム（639kcal）｣｢洋ラ

ンチ Z－ケチャップライス，エビフライ，ハン

バーグ，ウインナー，フライドポテト，レタス，

プリン，オレンジジュース（648kcal）｣の４食

は平均値＋標準偏差値よりも高くなっていた。 
 以上から「幼児用メニュー」の１食量は幼児

にとり重量は適量であるものが多いものの，エ

ネルギー量は高すぎることがわかった。 

３． 出現した料理のポーションサイズ（表３，

表４，図２） 
 「幼児用メニュー」に出現した全料理を，料

理群別に分類した（表３）。１食あたりの料理

群別料理数は，主食の出現は 1.3 品で，これは

どの料理にも出現していた。主菜も 1.3 品の出

現がみられたが，全く出現しなかった「幼児用

メニュー」が３食，逆に２品以上出現したもの

が６食もみられた。副菜は１食あたりわずか

0.6 品の出現で，全く副菜が出現しない「幼児

用メニュー」が９食にものぼった。ジュース・

ヤクルト等の飲み物，プリン・ゼリー等の菓子，

オレンジ・メロン等の果物はその他に分類した。

その他の出現は平均 2.7 品みられ，これはどの

「幼児用メニュー」にも出現し，しかも２品以

上の出現が 11 食にものぼった。「洋ランチＢ

（前述）」は10品中５品と半数を占め，最もそ

の出現が多かった。 
 出現料理のポーションサイズは表４のとお

りである。出現料理数が少なかったため比較検

定は行えないが，そのポーションサイズは幼児

が家庭で食べている量（平成 10 年度結果）の

標準偏差内に留まるものが多いものの，主食は

多め，主菜，副菜，その他は少なめであった。 
 

Ｄ考察 
 「幼児用メニュー」のポーションサイズを幼

児の摂食量と比較すると，その重量は幼児の摂

食量とほぼ同量であったが，そのエネルギー量

は高すぎることがわかった。重量に比してエネ

ルギー量が高かったが，油を使った料理の出現

が多い他に，主菜やその他の料理が１食中に複

数で出現していたことも一因と思われる。平成

10年度の幼児の食事調査から，幼児の家庭での

食事の問題として，副菜の出現が少なくその摂

食量も少ないことがわかったが，「幼児用メニ

ュー」においても同様の問題点が明らかにされ

た。また，料理と菓子が同じ皿に盛りつけられ

ていることから，食事と間食の区別がつきにく

いような食べ方をしている幼児が増えている

現状から考えても，その盛りつけ方の問題が指



摘される。 

 前述のとおり「幼児用メニュー」を利用する

養育者が今後も増えていくと推測されること

から，「幼児用メニュー」が単なる外食時の食

事として利用されることだけでなく，きわめて

具体的な幼児食のサンプルとして，養育者に定

着していくものと考えられる。しかしそこに出

現する料理，その組み合わせ，盛りつけ方から

みて，幼児の心身の健康や健康な食習慣の形成

にとり問題点が多々みられたので，外食堂の関

係者への食教育の必要性が感じられた。 
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